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「私の第一声㉒」 

【前号の続き、私の夏休みの宿題の難敵「自由研究」】 

先日、あるテレビ番組で「夏の自由研究」のルーツをとりあげてい

ました。戦後の一時期、各教科の学習の中から、子ども一人ひとりが、

自分のテーマを追求する「自由研究」という教科があり、これがなく

なった際、自主的な学習の重要性を感じていた全国の教員が夏休みの

宿題として残したという解説でした。昔からある定番の宿題なのです。 

 私は、小３で昆虫採集に挑戦しました。まずおもちゃ屋で「昆虫採

集キット」という、液体入りの赤と緑のボトルが 1 つずつと注射器の

入った怪しい箱を 300 円で買ってきます。赤は虫を仮死状態に緑は虫

を腐らないようにする薬だというのですが、どちらもホルマリンなど

だったのだろうと想像します。今から考えると危険なおもちゃですね。 

キットと虫網、虫籠を持ち、近くの森に出発です。私の頭には、完

成予定の標本箱（当時の仲間内での昆虫界のスター、マダラカミキリ

ムシ、クワガタ、アゲハなどの標本がピンでとめられ並んでいる）が

浮かびます。森に着き、まず大量に鳴いている蝉を狙います。子ども

用網では届かず、届いてもすぐ逃げられます。マムシやスズメバチが

怖いし漆にかぶれるのが嫌で藪に入れない半袖半ズボンの私には、宝

物は遠い存在です。何とか捕まえた小さい蝶とカナブン、拾った蝉の

抜け殻と片はねを虫かごに、レンガをひっくり返して見つけたマルム

シ 3 匹を逃げないようにハンカチで包みポケットに入れ帰宅しました。 

いよいよ昆虫採集キットの出番ですが、怖くて生きている虫に注射

できず、動かなくなるのを待ってから緑ボトルの液を注射…しように

も、どこに注入すればよいのかわかりません。カナブンはびしょびし

ょに、蝶はバラバラになりました。紙の箱もピンもないので「蕎麦ぼ

うろ」の空き缶箱の底に、収集物をセロテープでとめ、油性ペンで「カ

ナブン」「セミのぬけがら」と標本名を書き、最後に標本間を綿の代わ

りに丸めたティッシュを詰め完成。昆虫も標本名も膨らんだティッシ

ュに埋もれ何も見えない、イメージと全く違う標本箱を提出しました。 

すっかり忘れていたマルムシは、洗濯物の中で、もぞもぞしていた

のを母が見つけ、「キャー！」。こっぴどく叱られました。 

 小４では自分が中に入る全身銀色の正義のロボットづくりに挑戦し

ました。8 月最終週、家の前の道路を作業場にし、野菜のダンボール

をハサミで切って、手足、頭、胴体を作り、ガムテープでつなぎ、銀

色ラッカー（噴射式塗料）で色塗りです。児童用ハサミではダンボー

ルが切れず裁ちバサミを使ったのが母にばれ「紙を切ったら布が切れ

なくなる！」と怒られ、作業中に蟻を銀色にすること思いつき、道路

上の蟻の行列にラッカーを振りかけているのを父に見られ「道路を汚

すな！生き物を殺すな！」と怒られながら「傑作」を完成しました。

ガムテープに色がのらないし、蟻を銀色にした罰か胴体の真ん中の野

菜のイラストを塗りつぶす前に塗料が切れ、父に「ホウレンソウマン

か？」と言われるなどイメージとは違いましたが、傑作は傑作です。 

9 月 1 日の朝、傑作を持って家を出発、大きくて重いのですぐにつ

らくなります。でも傑作ですから、持って行き友だちの拍手喝采と先

生の賞賛を浴びたい。「そうだ！ ロボットを着けよう！」ランドセル

を道路に置き、ロボットに入り頭部を装着。イメージでは自由に歩け

るのですが、関節のない２本足を無理やり交互に出して歩くと、メキ

メキ音がしてダンボールが裂けあちこち剥がれ落ちます。塗料臭さに

頭部も脱ぎ捨て、学校に着く頃には胴体と手足の一部だけの姿でした。 

担任の先生は、ほうれん草マークのボロボロのダンボールを着た全

身塗料まみれの小学生を見て驚いたことでしょう。いや、普段から奇

行の私なので「またか」とあきれていたかもしれませんが、やさしく

語りかけます。「工作は後ろの棚に置いとき。で、今日は忘れ物は大丈

夫か？」私は道路に放置した通知表の入ったランドセルを思い出し、

担任が止めるのもきかずロボットのまま、駆け出したのでした。 

私の場合、理想イメージと実現力に差があり、完成品のレベルは低

かったのですが、挑戦したことはよい経験だったと思います。 

善兵衛ランドでは、9 月 22 日まで、この夏の貝塚市内小中学生「自

由研究」の本物の傑作が展示されていました。来年度にチャレンジを！ 

【不定期コラム№35】へつづく 

 
では、子どもたちの様子や 

お知らせなど情報発信しています。ぜひご覧ください。これまで 

の不定期コラムも「校長室より」のコーナーでご覧いただけます。 

http://www.kaizuka.ed.jp/dai3-jh/ 


